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1 は じ め に

本県の野菜生産は,多様な消費者ニーズに対応するた

め,内部品質向上に向けた栽培技術を確立 し,消費者の

信頼を得ていくことが課題 となつている。 しかし,内部
品質の正確な定量には高価な分析機器が必要であり,現
場で簡易に測定できる手法が求められていた。そこで ,

示差屈折計を用いたキャベツに含まれる糖含量の簡易測
定法について検討 した。

2試 験 方 法

(1)個 体内における糖含量の分布の把握
ア 供試試料 :県内産市販品
イ 調査項目:糖含量 (ブ ドウ糖+

糖+シ ョ糖)

ウ 調査方法
(ア )調査部位

キャベツを8等分 し,芯を取 り除いたそれぞれ
の切片 (上 図参照)

(イ )方法

部位別にフー ドプロセッサーで攪拌 したものを

分析 日まで 60℃ で保管 した。
調査は3球について行つた。
エタノールで抽出し高速液体クロマ トグラフィ

ーにより分析 した。

(2)Brix値 と糖含量との相関関係の検討
ア 供試試料収集地点及び調査点数
(ア )平成 15年

県内3地域から57点 を調査
(イ )平成 17年

県内4地域から95点を調査
イ 調査項目

Brix値 ,糖含量

ウ 調査方法

(ア )Brix値
キャベツを中心から8等分 し,芯を取 り除き,

対角2片 をフー ドプロセ ッサーで攪拌 したものを
ニンニク絞 り機で絞 り,その液を測定した。

(イ )糖含量

(1)と 同じ。

(3)同一圃場内における個体間差の把握
ア 供試試料収集地点 :県内2地域の各 1圃場 (25a)

イ 調査項 目 :糖含量

ウ 調査方法

(ア )供試試料採取方法

圃場全体から無作為に32球を採取した。
(イ )糖含量

(1)と 同じ。

(4)5℃保蔵による糖含量の変動調査
ア 供試試料 :県内産地 1圃場から4箱 (8球/箱)を採

取 した。
イ 調査項目 :糖含量

ウ 調査方法
(ア )保管方法

1圃場より収穫したキャベツを 5℃保管し,収
穫当日,1日 後,2日 後,3日 後に取り出し,分
析用試料を採取した。調査は各日8球行つた。

(イ )糖含量
(1)と 同じ。

3 試験結果及び考察

(1)個 体内における糖含量の分布の把握 (表 1)
キャベツを8等分した場合,それぞれの片の糖含量

に大きな差は見られず,対角2片 を採取すれば1球内
の糖含量の把握が可能と考えられる。

(2)Brix値 と糖含量との相関関係の検討 (図 1、 表 2)
示差屈折計による測定値と従来法 (高速液体クロマ

トグラフィーよる分析)に よる糖含量とには,高い相
関関係が見られた。示差屈折計測定値から従来法によ
る糖含量への計算式は以下のようになった。
糖含量 (g/100gFw)=070× Brix値 -042

上記の計算式による推定値と従来法による分析値と
の誤差は,平均絶対誤差で±018g/100gFW,平 均相対
誤差で±61%であり,概ね従来法による分析値を推定
できる。

(3)同一圃場内における個体間差の把握 (表 3)
平均値と最大値,最小値との差は概ね1害1程度であり,

1圃場内のキャベツ糖含量の個体間差は小さいと考えら
れる。圃場全体の把握に必要な調査個体数は標本抽出
法により危険率5%で計算すると2球/圃場と計算され
るが,エラー値が出た場合を考慮すると3球 /圃場測定
することが必要と考えられる。

(4)5℃保蔵による糖含量の変動調査 (図 2)

収穫当日の糖含量は3日 後まではとんど変化は見られ
なかった。収穫当日に調査が行えない場合は5℃へ保管
し,3日 間以内に測定すれば収穫当日の糖含量を把握で

きると考えられる。

4 ま と め

1圃場から生産されるキャベツの生体内糖含量は示差
屈折計により3個のキャベツのそれぞれ8等分した対角2

片を測定するだけで安価かつ簡易に推定可能となつた。
また,測定は5℃保管により3日 以内に行えば誤差は小さ
い。
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試 料 個 体
No 対 角 2

変動係 数
平 均 値 標 準 偏 差   (%)'｀

V    ~´ ¨
 平 均 の 最 大 値  平 均 の 最 小 値  1パ

f刑 た   ヽ́ツ

1      3 27     3 36       3 11      0 11     34
2         3 30
3         3 26

3 42
3 29

3 22
3 20

0 09
0 04

2 7
1 2

０

０

０

０

０‘
」
ど
９
ゝ
）喘
“
輝

●平成15年データ

ロ平成17年データ

響
▼

∬
y=0.6979)(-04248

# = 0.6987

示差屈折計測定億 Br破 %)

示 差 屈 折 計 測 定 値 (Brix%)と 糖 含 量 (H15,17)図 1
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